
(57)【要約】

　【課題】　時計回路および時刻を設定する構成を備え

、検査データの時系列性を保持し、時刻の設定を行うこ

とが可能な超音波診断装置を提供する。

　【解決手段】　指令を入力する入力手段２と、入力手

段からの指令により時刻設定を行い、時刻を保持する情

報処理手段４と、情報処理手段により保持された時刻を

表示する表示手段６と、超音波を送受信し、得られたデ

ータを処理し、表示部へ処理したデータを送信する超音

波処理手段３とを備える。ネットワークを介して接続さ

れる時刻サーバ１６との間で時間情報を伝達する通信手

段５を有し、超音波処理手段がデータを取得している検

査中でないときに情報処理手段が時刻設定を行う。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 指 令 を 入 力 す る 入 力 手 段 と 、 前 記 入 力 手 段 か ら の 指 令 に よ り 時 刻 設 定 を 行 い 、 時 刻 を 保
持 す る 情 報 処 理 手 段 と 、 前 記 情 報 処 理 手 段 に よ り 保 持 さ れ た 時 刻 を 表 示 す る 表 示 手 段 と 、
超 音 波 を 送 受 信 し 、 得 ら れ た デ ー タ を 処 理 し 、 前 記 表 示 部 へ 処 理 し た デ ー タ を 送 信 す る 超
音 波 処 理 手 段 と を 備 え た 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、
　 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 接 続 さ れ る 時 刻 サ ー バ と の 間 で 時 間 情 報 を 伝 達 す る 通 信 手 段 を 有
し 、 前 記 超 音 波 処 理 手 段 が デ ー タ を 取 得 し て い る 検 査 中 で な い と き に 前 記 情 報 処 理 手 段 が
時 刻 設 定 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 情 報 処 理 手 段 は 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 の 起 動 時 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 の 設 定 事 項 を
起 動 時 の 設 定 状 態 に 戻 し た 初 期 化 時 ま た は 時 刻 設 定 要 求 の 受 信 時 に 、 検 査 中 か 否 か を 判 定
し 、 検 査 中 で あ れ ば 時 刻 設 定 処 理 を 行 わ ず 、 検 査 中 で な け れ ば 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 に 接
続 さ れ た 前 記 時 刻 サ ー バ か ら 前 記 通 信 手 段 を 介 し て 現 在 時 刻 を 取 得 し 、 時 刻 設 定 処 理 を 行
う 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 情 報 処 理 手 段 は 、 検 査 開 始 要 求 信 号 の 受 信 時 に 、 既 に 検 査 中 で あ る か 否 か を 判 定 し
、 検 査 中 で な い 場 合 、 又 は 検 査 中 で あ れ ば 検 査 を 終 わ ら せ て 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 に 接 続
さ れ た 前 記 時 刻 サ ー バ か ら 前 記 通 信 手 段 を 介 し て 現 在 時 刻 を 取 得 し 、 時 刻 設 定 処 理 を 行 い
、 前 記 検 査 開 始 要 求 信 号 に 対 応 す る 検 査 を 開 始 す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 情 報 処 理 手 段 は 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 の 検 査 終 了 時 に 、 前 記 時 刻 サ ー バ か ら 前 記 通
信 手 段 を 介 し て 現 在 時 刻 を 取 得 し 、 時 刻 設 定 処 理 を 行 い 、 次 に 実 施 予 定 の 検 査 情 報 の 有 無
を 判 定 し 、 次 に 実 施 予 定 の 検 査 情 報 が あ れ ば 検 査 を 開 始 す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 診 断 装
置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 時 刻 制 御 部 を 有 す る 超 音 波 診 断 装 置 の 時 刻 同 期 制 御 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 の 例 を 図 ６ に 示 す 。 こ の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 操 作 者 が 指 令 を 入 力
す る 入 力 部 ２ １ と 、 超 音 波 を 送 受 信 し 、 得 ら れ た 信 号 を 処 理 す る 超 音 波 処 理 部 ２ ２ と 、 時
刻 を 保 持 す る 情 報 処 理 部 ２ ３ と 、 時 刻 と 超 音 波 デ ー タ を 表 示 す る 表 示 部 ２ ４ と で 構 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 入 力 部 ２ １ は 、 操 作 者 か ら の 指 令 を 入 力 す る キ ー ボ ー ド な ど の 入 力 装 置 ２ ５ か ら な る 。
超 音 波 処 理 部 ２ ２ は 、 超 音 波 を 送 受 信 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ８ と 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ８ を
駆 動 さ せ 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ８ が 受 信 し た 超 音 波 エ コ ー 信 号 を 受 信 す る 送 受 信 部 ２ ７ と 、
送 受 信 部 ２ ７ を 制 御 す る 超 音 波 制 御 部 ２ ６ と 、 超 音 波 エ コ ー 信 号 を 画 像 に 変 換 し 、 画 像 処
理 を 施 す デ ー タ 処 理 部 ２ ９ と か ら な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 情 報 処 理 部 ２ ３ は 、 入 力 部 ２ １ か ら の 指 令 に よ り 時 刻 を 制 御 す る 時 刻 制 御 部 ３ ０ と 、 時
刻 を 保 持 す る 時 計 回 路 ３ １ と か ら な る 。 従 っ て 、 こ の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 時 計 回 路 ３ １ に
よ り 時 刻 を 保 持 す る 。 表 示 部 ２ ４ は 、 情 報 処 理 部 ２ ３ に よ り 得 ら れ た 時 刻 と デ ー タ 処 理 部
２ ９ か ら の 超 音 波 エ コ ー 画 像 と を 表 示 す る モ ニ タ ３ ２ か ら な る 。 時 計 回 路 ３ １ か ら 出 力 さ
れ る 現 在 時 刻 情 報 は 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン に よ り 参 照 さ れ 、 測 定 デ ー タ と 共 に 保 存 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 近 年 、 超 音 波 診 断 装 置 は ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 さ れ 、 検 査 デ ー タ 等 が デ ー タ サ ー バ に
送 信 さ れ 、 管 理 さ れ て お り 、 各 デ ー タ に 付 さ れ た 時 刻 の 管 理 が 重 要 と な っ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ネ ッ ト ワ ー ク を 利 用 し た 時 間 設 定 に 関 し て 、 NTP(Network Time Protocol)を 利 用 し た 時
刻 同 期 す る 技 術 (例 え ば 、 特 許 文 献 １ お よ び 特 許 文 献 ２ 参 照 )は 、 UNIX（ 登 録 商 標 ） や Wind
ows（ 登 録 商 標 ） と い っ た OSの 基 本 機 能 と し て 、 す で に 用 い ら れ て お り 、 一 般 的 に 知 ら れ
て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ０ ５ ２ ５ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ０ ５ ０ ０ ０ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 内 蔵 さ れ た 時 計 回 路 は 、 電 池 が 消 耗 す る こ と で 時 刻 を 保 持 で き な く な っ た り 、 時 間 が 経
過 す る に 従 い 時 刻 が 進 ん だ り 、 遅 れ て し ま っ た り す る こ と で 、 検 査 デ ー タ の 時 刻 が 正 確 に
な ら ず ユ ー ザ が 再 設 定 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 利 用 し て 、 NTPに よ る 時 刻
同 期 が 可 能 で あ る が 、 特 許 文 献 １ 又 は ２ に 記 載 さ れ た 発 明 を 用 い た 場 合 で は 、 検 査 中 に お
い て も 時 刻 同 期 が 実 行 さ れ る こ と か ら 、 検 査 デ ー タ の 時 系 列 を 正 し く 保 持 す る こ と が 困 難
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の 問 題 を 解 決 す る た め の も の で 、 時 計 回 路 お よ び 時 刻 を 設 定 す る 構 成 を
備 え 、 検 査 デ ー タ の 時 系 列 性 を 保 持 し 、 時 刻 の 設 定 を 行 う こ と が 可 能 な 超 音 波 診 断 装 置 を
提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 指 令 を 入 力 す る 入 力 手 段 と 、 前 記 入 力 手 段 か ら の 指 令 に よ
り 時 刻 設 定 を 行 い 、 時 刻 を 保 持 す る 情 報 処 理 手 段 と 、 前 記 情 報 処 理 手 段 に よ り 保 持 さ れ た
時 刻 を 表 示 す る 表 示 手 段 と 、 超 音 波 を 送 受 信 し 、 得 ら れ た デ ー タ を 処 理 し 、 前 記 表 示 部 へ
処 理 し た デ ー タ を 送 信 す る 超 音 波 処 理 手 段 と を 備 え る 。 上 記 の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 ネ
ッ ト ワ ー ク を 介 し て 接 続 さ れ る 時 刻 サ ー バ と の 間 で 時 間 情 報 を 伝 達 す る 通 信 手 段 を 有 し 、
前 記 超 音 波 処 理 手 段 が デ ー タ を 取 得 し て い る 検 査 中 で な い と き に 前 記 情 報 処 理 手 段 が 時 刻
設 定 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 検 査 デ ー タ の 時 系 列 に 影 響 を 与 え ず に 操 作 者 か ら の 時 刻 変 更 を 実 施 で
き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 前 記 情 報 処 理 手 段 は 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 の 起 動 時 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 の 設 定
事 項 を 起 動 時 の 設 定 状 態 に 戻 し た 初 期 化 時 ま た は 時 刻 設 定 要 求 の 受 信 時 に 、 検 査 中 か 否 か
を 判 定 し 、 検 査 中 で あ れ ば 時 刻 設 定 処 理 を 行 わ ず 、 検 査 中 で な け れ ば 、 前 記 超 音 波 診 断 装
置 に 接 続 さ れ た 前 記 時 刻 サ ー バ か ら 前 記 通 信 手 段 を 介 し て 現 在 時 刻 を 取 得 し 、 時 刻 設 定 処
理 を 行 う 構 成 に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 検 査 お よ び 検 査 デ ー タ の 時 系 列 に 影 響 を 与 え ず に 、 超 音 波 診 断 装 置 の
起 動 時 、 初 期 化 時 ま た は 、 時 刻 設 定 要 求 の 受 信 時 に 合 わ せ て 正 確 な 現 在 時 刻 の 設 定 が 可 能
と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 前 記 情 報 処 理 手 段 は 、 検 査 開 始 要 求 信 号 の 受 信 時 に 、 既 に 検 査 中 で あ る か 否 か を
判 定 し 、 検 査 中 で な い 場 合 、 又 は 検 査 中 で あ れ ば 検 査 を 終 わ ら せ て 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置
に 接 続 さ れ た 前 記 時 刻 サ ー バ か ら 前 記 通 信 手 段 を 介 し て 現 在 時 刻 を 取 得 し 、 時 刻 設 定 処 理
を 行 い 、 前 記 検 査 開 始 要 求 信 号 に 対 応 す る 検 査 を 開 始 す る 構 成 に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 操 作 者 が 新 規 検 査 開 始 時 に お い て 、 検 査 開 始 前 に 正 確 な 現 在 時 刻 の 設
定 が で き 、 検 査 中 の デ ー タ の 時 系 列 に 影 響 を 与 え ず に 保 存 す る こ と が 可 能 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 前 記 情 報 処 理 手 段 は 、 前 記 超 音 波 診 断 装 置 の 検 査 終 了 時 に 、 前 記 時 刻 サ ー バ か ら
前 記 通 信 手 段 を 介 し て 現 在 時 刻 を 取 得 し 、 時 刻 設 定 処 理 を 行 い 、 次 に 実 施 予 定 の 検 査 情 報
の 有 無 を 判 定 し 、 次 に 実 施 予 定 の 検 査 情 報 が あ れ ば 検 査 を 開 始 す る 構 成 に す る こ と も で き
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 検 査 終 了 時 に 正 し い 現 在 時 刻 の 設 定 が で き 、 検 査 終 了 後 の オ フ ラ イ ン
操 作 時 に も デ ー タ の 時 刻 を 正 し く 保 持 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 装 置 の 起 動 時 、 初 期 化 時 ま た は 、 操 作 者 か ら の 要 求 時 に 、
超 音 波 診 断 装 置 が 検 査 中 で あ る か 否 か を 判 定 し 、 検 査 中 で な け れ ば ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て
時 刻 サ ー バ か ら 現 在 時 刻 を 取 得 し 、 内 蔵 の 時 計 回 路 を 設 定 す る と 共 に 、 表 示 部 を 通 し て 操
作 者 に 現 在 時 刻 を 表 示 す る 。 検 査 中 に 時 刻 設 定 が 行 わ れ る こ と が な い た め 、 収 集 さ れ た 検
査 デ ー タ の 時 系 列 を 保 持 し て 検 査 デ ー タ を 保 存 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ 第 １ の 実 施 の 形 態 ）
　 図 １ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 、 超 音 波 診 断 装 置 １ と 、 時 刻 サ ー バ １ ６ と 、 超 音 波
診 断 装 置 １ お よ び 時 刻 サ ー バ １ ６ を 接 続 す る ネ ッ ト ワ ー ク を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 超
音 波 診 断 装 置 １ は 、 指 令 (文 字 情 報 、 設 定 情 報 )を 入 力 す る た め の 入 力 部 ２ （ 入 力 手 段 ） と
、 超 音 波 を 被 検 体 に 送 信 し 、 そ の 反 射 波 を 受 信 し 、 受 信 し た デ ー タ を 画 像 デ ー タ に 変 換 す
る 超 音 波 処 理 部 ３ （ 超 音 波 処 理 手 段 ） と を 有 し て い る 。 さ ら に 、 検 査 情 報 の 実 施 状 況 や 時
間 情 報 を 制 御 お よ び 保 持 す る 情 報 処 理 部 ４ （ 情 報 処 理 手 段 ） と 、 情 報 処 理 部 ４ と ネ ッ ト ワ
ー ク 上 に 接 続 さ れ て い る 時 刻 サ ー バ １ ６ と の 通 信 を 行 う 通 信 部 ５ （ 通 信 手 段 ） と 、 情 報 処
理 部 ４ と 超 音 波 処 理 部 ３ か ら の デ ー タ を 表 示 す る た め の 表 示 部 ６ （ 表 示 手 段 ） と を 有 し て
い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 入 力 部 ２ は 、 操 作 者 が 指 令 を 装 置 に 入 力 す る た め の キ ー ボ ー ド 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル な ど の
入 力 装 置 ７ で 構 成 さ れ て い る 。 超 音 波 処 理 部 ３ は 、 超 音 波 を 送 受 信 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ １
０ と 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ か ら の 信 号 を 受 信 し 、 駆 動 用 の 信 号 を 送 信 す る 送 受 信 部 ９ と を
有 し て い る 。 さ ら に 、 送 受 信 部 ９ を 制 御 す る 超 音 波 制 御 部 ８ と 、 送 受 信 部 ９ で 得 ら れ る デ
ー タ を 画 像 デ ー タ に 変 換 す る デ ー タ 処 理 部 １ １ と を 有 し て い る 。 表 示 部 ６ は 、 CRTや LCDな
ど の モ ニ タ １ ５ で 構 成 さ れ て い る 。 モ ニ タ １ ５ は 、 超 音 波 処 理 部 ３ の 画 像 と 情 報 処 理 部 ４
か ら の 時 刻 と を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 情 報 処 理 部 ４ は 、 時 刻 制 御 部 １ ２ と 、 時 刻 を 保 持 す る 内 蔵 の 時 計 回 路 １ ３ か ら 構 成 さ れ
て い る 。 時 刻 制 御 部 １ ２ は 、 入 力 部 ２ か ら の 時 刻 設 定 の 指 令 に 対 し て 得 ら れ た 時 刻 を 時 計
回 路 １ ３ へ 保 存 す る と 共 に 、 モ ニ タ １ ５ へ 表 示 す る 。 ま た 、 時 刻 制 御 部 １ ２ は 、 検 査 の 実
施 状 況 に 応 じ て 通 信 部 ５ を 介 し て 時 刻 サ ー バ １ ６ か ら 取 得 し た 時 刻 情 報 を 制 御 し 、 時 計 回
路 １ ３ へ 保 存 す る と 共 に 、 モ ニ タ １ ５ へ 表 示 す る 。 さ ら に 、 時 刻 制 御 部 １ ２ は 、 起 動 時 や
初 期 化 時 に お い て 、 時 計 回 路 １ ３ か ら 現 在 時 刻 を 取 得 し 、 モ ニ タ １ ５ に 表 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 通 信 部 ５ は 、 通 信 制 御 部 １ ４ で 構 成 さ れ て い る 。 通 信 制 御 部 １ ４ は 、 情 報 処 理 部 ４ か ら
の 要 求 に よ り NTPな ど を 利 用 し て 、 LANや イ ン タ ー ネ ッ ト を 介 し て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 上 に 接 続
さ れ た 時 刻 サ ー バ １ ６ か ら 現 在 時 刻 を 取 得 し 、 情 報 処 理 部 ４ へ 現 在 時 刻 を 通 知 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ は 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 時 刻 設 定 項 目 と NTP設 定 項 目 を 設 定 す る 設 定 画 面 の レ イ
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ア ウ ト を 示 す 図 で あ る 。 こ の レ イ ア ウ ト で は 、 年 月 日 、 時 刻 、 タ イ ム ゾ ー ン 、 夏 時 間 調 整
な ど を 設 定 で き 、 時 刻 サ ー バ を 指 定 す る た め の テ キ ス ト ボ ッ ク ス が 配 置 さ れ て い る 。 こ れ
ら を 設 定 す る こ と に よ り 操 作 者 が 時 刻 を 設 定 で き 、 ネ ッ ト ワ ー ク 上 の 時 刻 サ ー バ を 指 定 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 （ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ）
　 第 ２ の 実 施 の 形 態 と し て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 １ の 時 刻 同 期 制 御
方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ３ は 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 １ の 時 刻 同 期 制 御 方 法 を 概 略 的 に 示 す 流
れ 図 で あ る 。 本 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 １ の 時 刻 同 期 制 御 方 法 に よ り 、 超 音 波
診 断 装 置 １ は 、 起 動 時 お よ び 初 期 化 時 あ る い は 、 操 作 者 か ら の 要 求 時 に ネ ッ ト ワ ー ク 上 の
時 刻 サ ー バ １ ６ か ら 正 確 な 現 在 時 刻 を 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま ず 、 ス テ ッ プ S３ １ に お い て 、 起 動 時 お よ び 初 期 化 時 あ る い は 、 操 作 者 か ら の 要 求 時
に 時 刻 問 合 せ 要 求 の 信 号 を 時 刻 制 御 部 １ ２ が 受 信 し 、 ス テ ッ プ S３ ２ へ 進 む 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ス テ ッ プ S３ ２ で は 、 時 刻 制 御 部 １ ２ が 現 在 、 検 査 中 か 否 か を 判 定 し 、 検 査 中 で あ れ ば
検 査 デ ー タ の 時 系 列 を 崩 さ な い た め に 時 刻 設 定 処 理 を 行 わ ず 時 刻 同 期 制 御 を 終 了 す る 。 検
査 を 実 施 し て い な い 場 合 に は 、 ス テ ッ プ S３ ３ へ 進 む 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ス テ ッ プ S３ ３ で は 、 時 刻 制 御 部 １ ２ が 問 合 せ 先 の ア ド レ ス 等 の 時 刻 サ ー バ 情 報 を 取 得
し 、 ス テ ッ プ S３ ４ へ 進 む 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ス テ ッ プ S３ ４ で は 、 時 刻 制 御 部 １ ２ が 取 得 し た 時 刻 サ ー バ 情 報 を 通 信 部 ５ へ 通 知 し 、
通 信 制 御 部 １ ４ が ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し 、 NTPを 利 用 し て 、 時 刻 サ ー バ １ ６ へ 日 付 お よ び 時
刻 の 問 合 せ を 実 施 し 、 ス テ ッ プ S３ ５ へ 進 む 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ス テ ッ プ S３ ５ で は 、 通 信 制 御 部 １ ４ が 時 刻 サ ー バ １ ６ か ら の 応 答 が 来 る ま で の タ イ マ
を カ ウ ン ト し 、 時 刻 サ ー バ １ ６ か ら の 応 答 を 監 視 す る 。 応 答 が 無 い 場 合 に は 、 ス テ ッ プ S
３ ６ へ 進 み 、 応 答 を 受 信 し た ら ス テ ッ プ S３ ７ へ 進 む 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ス テ ッ プ S３ ６ で は 、 通 信 制 御 部 １ ４ が 所 定 の 応 答 時 間 を 超 え た タ イ ム ア ウ ト で あ る か
否 か を 判 定 し 、 タ イ ム ア ウ ト で あ る 場 合 に は 時 刻 同 期 制 御 を 終 了 し 、 そ う で な け れ ば 再 度
ス テ ッ プ S３ ５ を 実 施 す る 。 な お 、 ス テ ッ プ S３ ６ か ら ス テ ッ プ S３ ５ を 実 施 す る 場 合 に は
、 タ イ マ カ ウ ン ト を 継 続 し て よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ス テ ッ プ S３ ７ で は 、 通 信 制 御 部 １ ４ が 時 刻 サ ー バ １ ６ か ら 取 得 し た 現 在 時 刻 情 報 を 、
時 刻 制 御 部 １ ２ が 時 計 回 路 １ ３ へ 保 存 す る と 共 に 、 超 音 波 診 断 装 置 １ の モ ニ タ １ ５ に 表 示
さ れ て い る 現 在 時 刻 を 更 新 し て 終 了 す る 。 こ の 時 、 更 新 さ れ た 旨 を モ ニ タ １ ５ に ダ イ ア ロ
グ 等 で 表 示 し て も よ い 。 一 方 、 ス テ ッ プ S３ ２ 、 ス テ ッ プ S３ ６ に お い て 時 刻 設 定 が 実 施 さ
れ な か っ た 旨 も 、 モ ニ タ １ ５ に ダ イ ア ロ グ 等 で 表 示 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 上 に よ り 、 検 査 デ ー タ の 時 系 列 を 保 持 し な が ら 、 超 音 波 診 断 装 置 １ の 時 刻 を NTPサ ー
バ の 時 刻 に 合 わ せ る こ と が で き る 。 こ の 制 御 方 法 を 用 い る こ と に よ り 、 時 刻 設 定 用 の ソ フ
ト ウ エ ア が 起 動 す る 前 に 、 検 査 が 開 始 さ れ て い た 場 合 に お い て も 、 測 定 デ ー タ の 時 系 列 を
乱 さ ず に 測 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 （ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ）
　 第 ３ の 実 施 の 形 態 と し て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 １ の 時 刻 同 期 制 御
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方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ４ は 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 １ の 時 刻 同 期 制 御 方 法 を 概 略 的 に 示 す 流
れ 図 で あ る 。 本 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 １ の 時 刻 同 期 制 御 方 法 は 、 検 査 開 始 に
合 わ せ て ネ ッ ト ワ ー ク 上 の 時 刻 サ ー バ １ ６ か ら 正 確 な 現 在 時 刻 を 取 得 し 、 時 刻 を 設 定 す る
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま ず 、 ス テ ッ プ S４ １ に お い て 、 入 力 装 置 ７ か ら の 検 査 開 始 要 求 を 時 刻 制 御 部 １ ２ が 受
信 し 、 ス テ ッ プ S４ ２ へ 進 む 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ス テ ッ プ S４ ２ で は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ が 現 在 、 検 査 中 で あ る か 否 か を 判 定 し 、 検 査 中
で あ れ ば 検 査 終 了 の た め ス テ ッ プ S４ ３ へ 進 み 、 そ う で な け れ ば ス テ ッ プ S４ ４ へ 進 む 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ス テ ッ プ S４ ３ で は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ が 新 規 検 査 を 開 始 で き る よ う に 既 存 の 検 査 を 終
了 す る 。 こ の こ と に よ り 、 超 音 波 診 断 装 置 １ が 次 の 検 査 を 開 始 す る こ と が で き 、 既 存 の 検
査 に 対 し て 時 刻 を 変 更 さ せ る こ と な く 終 了 す る こ と が で き る 。 既 存 の 検 査 の 終 了 処 理 が 行
わ れ た 後 、 ス テ ッ プ S４ ４ へ 進 む 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ス テ ッ プ S４ ４ で は 、 時 刻 制 御 部 １ ２ が 問 合 せ 先 の 時 刻 サ ー バ 情 報 を 取 得 し 、 ス テ ッ プ S
４ ５ へ 進 む 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ス テ ッ プ S４ ５ で は 、 時 刻 制 御 部 １ ２ が 取 得 し た 時 刻 サ ー バ 情 報 を 通 信 部 ５ へ 通 知 し 、
通 信 制 御 部 １ ４ が ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し NTPを 利 用 し て 、 時 刻 サ ー バ １ ６ へ 日 付 お よ び 時 刻
の 問 合 せ を 実 施 し 、 ス テ ッ プ S４ ６ へ 進 む 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ス テ ッ プ S４ ６ で は 、 通 信 制 御 部 １ ４ が 時 刻 サ ー バ １ ６ か ら の 応 答 が 来 る ま で の タ イ マ
を カ ウ ン ト し 、 時 刻 サ ー バ １ ６ か ら の 応 答 を 監 視 す る 。 応 答 が 無 い 場 合 に は 、 ス テ ッ プ S
４ ７ へ 進 み 、 応 答 を 受 信 し た ら ス テ ッ プ S４ ８ へ 進 む 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ス テ ッ プ S４ ７ で は 、 通 信 制 御 部 １ ４ が タ イ ム ア ウ ト か ど う か を 判 定 し 、 タ イ ム ア ウ ト
と し 場 合 に は ス テ ッ プ S４ ９ へ 進 み 、 そ う で な け れ ば 再 度 ス テ ッ プ S４ ６ を 実 施 す る 。 な お
、 ス テ ッ プ S４ ７ か ら ス テ ッ プ S４ ６ を 実 施 す る 場 合 に は 、 タ イ マ カ ウ ン ト を 継 続 し て よ い
。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ス テ ッ プ S４ ８ で は 、 通 信 制 御 部 １ ４ が 時 刻 サ ー バ １ ６ か ら 取 得 し た 現 在 時 刻 情 報 を 、
時 刻 制 御 部 １ ２ が 時 計 回 路 １ ３ へ 保 存 す る と 共 に 、 モ ニ タ １ ５ に 表 示 さ れ て い る 現 在 時 刻
を 更 新 し て ス テ ッ プ S４ ９ へ 進 む 。 こ の 時 、 更 新 さ れ た 旨 を モ ニ タ １ ５ に ダ イ ア ロ グ 等 で
表 示 し て も よ い 。 一 方 、 ス テ ッ プ S４ ７ に お い て 時 刻 設 定 が 実 施 さ れ な か っ た 旨 も モ ニ タ
１ ５ に ダ イ ア ロ グ 等 で 表 示 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ス テ ッ プ S４ ９ で は 、 検 査 開 始 が 要 求 さ れ た 検 査 の 開 始 処 理 に 入 り 、 検 査 デ ー タ の 取 得
が で き る 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 上 に よ り 、 検 査 時 に 取 得 す る デ ー タ の 時 系 列 を 保 持 す る こ と が で き 、 超 音 波 診 断 装 置
１ 内 に 保 存 さ れ る デ ー タ お よ び 、 ネ ッ ト ワ ー ク 上 の 画 像 サ ー バ な ど に 送 信 す る デ ー タ の 整
合 性 を 保 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 （ 第 ４ の 実 施 の 形 態 ）
　 第 ４ の 実 施 の 形 態 と し て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 １ の 時 刻 同 期 制 御
方 法 に つ い て 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ５ は 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 １ の 時 刻 同 期 制 御 方 法 を 概 略 的 に 示 す 流
れ 図 で あ る 。 本 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 診 断 装 置 １ の 時 刻 同 期 制 御 方 法 に よ り 、 超 音 波
診 断 装 置 １ は 、 検 査 終 了 時 に 合 わ せ て ネ ッ ト ワ ー ク 上 の 時 刻 サ ー バ １ ６ か ら 正 確 な 現 在 時
刻 を 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま ず 、 ス テ ッ プ S５ １ に お い て 、 入 力 装 置 ７ か ら の 検 査 終 了 要 求 を 時 刻 制 御 部 １ ２ が 受
信 し 、 ス テ ッ プ S５ ２ へ 進 む 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ス テ ッ プ S５ ２ で は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ が 終 了 要 求 を 受 け た 検 査 を 終 了 し 、 ス テ ッ プ S５
３ へ 進 む 。 こ れ に よ り 既 存 の 検 査 に 対 し て 時 刻 を 変 更 さ せ る こ と な く 検 査 を 終 了 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ス テ ッ プ S５ ３ で は 、 時 刻 制 御 部 １ ２ が 問 合 せ 先 の 時 刻 サ ー バ 情 報 を 取 得 し 、 ス テ ッ プ S
５ ４ へ 進 む 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ス テ ッ プ S５ ４ で は 、 時 刻 制 御 部 １ ２ が 取 得 し た 時 刻 サ ー バ 情 報 を 通 信 部 ５ へ 通 知 し 、
通 信 制 御 部 １ ４ が ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し NTPを 利 用 し て 、 時 刻 サ ー バ １ ６ へ 日 付 お よ び 時 刻
の 問 合 せ を 実 施 し 、 ス テ ッ プ S５ ５ へ 進 む 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ス テ ッ プ S５ ５ で は 、 通 信 制 御 部 １ ４ が 時 刻 サ ー バ １ ６ か ら の 応 答 が 来 る ま で の タ イ マ
を カ ウ ン ト し 、 時 刻 サ ー バ １ ６ か ら の 応 答 を 監 視 す る 。 応 答 が 無 い 場 合 に は 、 ス テ ッ プ S
５ ６ へ 進 み 、 応 答 を 受 信 し た ら ス テ ッ プ S５ ７ へ 進 む 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ス テ ッ プ S５ ６ で は 、 通 信 制 御 部 １ ４ が タ イ ム ア ウ ト か ど う か を 判 定 し 、 タ イ ム ア ウ ト
と し た 場 合 に は ス テ ッ プ S５ ８ へ 進 み 、 そ う で な け れ ば 再 度 ス テ ッ プ S５ ５ を 実 施 す る 。 な
お 、 ス テ ッ プ S５ ６ か ら ス テ ッ プ S５ ５ を 実 施 す る 場 合 に は 、 タ イ マ カ ウ ン ト を 継 続 し て よ
い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ス テ ッ プ S５ ７ で は 、 時 刻 制 御 部 １ ２ が 時 刻 サ ー バ １ ６ か ら 取 得 し た 現 在 時 刻 情 報 を 時
計 回 路 １ ３ へ 保 存 す る と 共 に 、 超 音 波 診 断 装 置 １ の モ ニ タ １ ５ に 表 示 さ れ て い る 現 在 時 刻
を 更 新 し て 終 了 す る 。 ス テ ッ プ S５ ８ で は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ が 終 了 さ せ る 検 査 の 次 に 実
施 予 定 の 検 査 情 報 が あ る か 否 か を 判 定 し 、 実 施 予 定 の 検 査 が あ れ ば 、 ス テ ッ プ S５ ９ へ 進
み 、 そ う で な け れ ば 終 了 す る 。 ス テ ッ プ S５ ９ で は 、 実 施 予 定 の 検 査 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の 時 、 更 新 さ れ た 旨 を 操 作 者 に ダ イ ア ロ グ 等 で し て も よ い 。 一 方 で 、 ス テ ッ プ S５ ６
に て 時 刻 設 定 が 実 施 さ れ な か っ た 旨 も 操 作 者 へ ダ イ ア ロ グ 等 で 通 知 し て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 検 査 中 の 有 無 を 判 定 す る 情 報 処 理 手 段 を 備 え る こ と に よ り
、 NTPを 用 い た 時 刻 設 定 を 実 施 し て も 検 査 中 に 時 刻 設 定 を 実 施 し な い た め 、 検 査 デ ー タ の
時 系 列 が 前 後 す る こ と が な い 。 そ の た め 、 NTPを 用 い た 時 刻 設 定 を 実 施 す る 超 音 波 診 断 装
置 と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 の 要 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ２ 】 時 刻 設 定 項 目 お よ び NTP設 定 項 目 を 実 施 す る 設 定 画 面 を 示 す 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 時 刻 同 期 制 御 方 法 を 示 す 流 れ 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 時 刻 同 期 制 御 方 法 を 示 す 流 れ 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に お け る 超 音 波 診 断 装 置 の 時 刻 同 期 制 御 方 法 を 示 す 流 れ 図
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【 図 ６ 】 従 来 の 超 音 波 診 断 装 置 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 １ 　 超 音 波 診 断 装 置
　 ２ 、 ２ １ 　 入 力 部
　 ３ 、 ２ ２ 　 超 音 波 処 理 部
　 ４ 、 ２ ３ 　 情 報 処 理 部
　 ５ 　 通 信 部
　 ６ 、 ２ ４ 　 表 示 部
　 ７ 、 ２ ５ 　 入 力 装 置
　 ８ 、 ２ ６ 　 超 音 波 制 御 部
　 ９ 、 ２ ７ 　 送 受 信 部
　 １ ０ 、 ２ ８ 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
　 １ １ 、 ２ ９ 　 デ ー タ 処 理 部
　 １ ２ 、 ３ ０ 　 時 刻 制 御 部
　 １ ３ 、 ３ １ 　 時 計 回 路
　 １ ４ 　 通 信 制 御 部
　 １ ５ 、 ３ ２ 　 モ ニ タ
　 １ ６ 　 時 刻 サ ー バ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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